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司会︓山本会員 点鐘︓野澤会長 幹事報告︓平野幹事

① ④

■会員数︓27名

■免除者︓1名
■欠席︓3名

■出席者︓22名
■出席率︓88.00％

■3週間前出席率（修正後)︓87.50％

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

点鐘︓野澤会長
合唱︓日も風も星も
会長挨拶・会務報告︓野澤会員
幹事報告︓平野幹事
出席報告︓週報にて
委員長報告
卓話
謝辞・閉会点鐘︓野澤会長

プログラム
Zoom例会

Vol.55

今年度会長テーマ 時を守り、場を清め、礼を正す

東京東村山ロータリークラブ
国際ロータリー第2580地区

第2625回例会 2021.9.16



東京東村山ロータリークラブ

■小町幸生創立55周年記念式典実行委員長

■多摩分区IM実行委員会委員長

卓話者紹介︓野崎プログラム委員長

■野村比国育英会バギオ基金評議員

■野村地区国際大会参加推進委員

④会長挨拶・会務報告 野澤会長

⑤幹事報告 平野幹事

⑥委員長報告

⑦卓話

■日本体育大学桜華高等学校教頭　池上貴章様

・(公)ロータリー米山記念奨学会
　サティフィケート・カウンセラー感謝状の受理
　戸澤忠会員へ感謝状 米山奨学生許さんのカウンセ
　ラーとして)
　許さんへ サティフィケート(修了証)→自宅へ郵送
　済

・金木犀の香りで、秋の訪れを感じます。狭山公園
　の入り口には、銀木犀がありますが、香りは金木
　犀のほうが強いようです。また、彼岸花が咲き始
　めました。スポーツ、食欲の秋を思いっきり楽し
　みたいですね。
・ガイ・ガンディガー「ロータリー通解」
　ロータリーは上辺だけの人間を作るものではなく、
　体質改善を行うものである。ロータリーの内部で
　体験を積むにつれて、人はロータリアンとなるの
　であって、このような生長の過程の通例をなすの
　がサニエル・ホーソンの素晴らしい物語「気高き
　岩頭」The Great Stone Faceである。それは、
　深々とした谷間のはずれに、自然がいとも美事な
　手法で巨岩を形づくり、その岩の面は崇厳な人物
　の姿に似ていたという物語である。（中略）あな
　たをロータリークラブの会員にしたけれど、ロー
　タリアンになるのはあなたの努力次第です。

・2021-22年度国際ロータリーゾーン1A、2&3
　第50回ロータリー研究会案内及び登録について
　12/5(日)～8(水)＠メルパルクホール、オークラ東京
　登録締め切り　10/8(木)
・「世界ポリオデートレインジャック」プロジェクト
　2021　10/18(月)～24(日)
　内容︓◇中吊り広告(JR東日本の女性車両等)
　　　　◇有楽町駅前広場でのイベント
　　　　◇ウォークラリー
・(一財)育英会バギオ基金 寄付感謝状の受理
　野澤秀夫会員へ第2回感謝状
【例会変更のお知らせ】
　東京小平RC・東京本郷RC・東京臨海東RC・東京
　ベイRC︓　9月中の例会は中止もしくはリモート

１、55周年記念事業
　ピアノ贈呈・地区補助金プロジェクト事業・イン
　ターアクトクラブ創設
　ピアノ贈呈に関しては、市長を通して西武鉄道に
　打診中（直接面談できる）
2、地区補助金プロジェクト（社会奉仕・国際奉仕・
　ロータリー財団・青少年委員会が担当）

3、R財団補助金承認が届いたので早速に行動に移し
　ます。
　実行委員会・・鈴木実行委員長、榎本副実行委員
　長、委員︓赤木・中條・北野・土崎・小町
　鈴木実行委員長が市所管にコロナ禍で、ひとり親
　世帯に支援する旨の相談をしていきます。

多摩分区IMは、ハイブリッド形式で実施。参加者は、
招待者が30名弱なので久米川駅周辺で会場を定める
予定。

・フィリッピンは7,000の島々から構成。バギオは、
　最大のルソン島にあり、マニラから北に250キロ、
　標高1,500M、人口36万人、市民の半数が学生の
　学園都市でもある。最も暑くなる3月～5月には、
　大統領や政府機関がバギオに移動するため「サマー
　キャピタル」とも呼ばれています。
・1905年（明治38年）、ロータリーが誕生。その2
　年前1903年、日本人125名が東洋汽船の香港丸
　（汽船）がマニラ港に錨を下したのが歴史の始まり
　です。
・明治以降、第二次
　大戦の勃発までに、
　フィリッピンに渡航
　した日本人は53,000
　名。その大半は、
　マニラからバギオに
　続く道路建設に従事。
　難工事で多くの犠牲
　を払い漸く完成。
　日本人の評価を高め
　た。ベンゲット道路
　（ケノン道路）と呼
　ばれています。
　道路完成後、残った日本人の人たちは現地の人と
　結婚し、商店や学校が出来、邦人社会が建設され
　ていた。
・第2次世界大戦が始まると、フィリッピンは日米最
　大の激戦地になり、この戦いで60万人の内生還し
　たのは、僅か10万人でした。戦後は、日系人と分
　かれば、激しい報復と迫害を受け、生き残った母子
　は山の奥深くへ生き延びました。そんな捨てられた
　民に手を差し伸べたのが、還暦を期に渡航した
　カトリック修道院「シスターテレシア・海野
　（ウンノ）」でした。想像を絶するような貧しい
　生活していた人達を、一人ひとり探し出し、救済し、
　生活の向上、育英に心血を注がれた。シスター海野
　は「育英こそ、大戦で亡くなられた比日両国の方々
　に対する心の慰霊碑だ」と。子供の教育に必要な

～バギオ基金に関して～
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■2021年8月出席表
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⑧謝辞・閉会点鐘︓野村会長

　奨学金を提供し、この国のために有為な人材を育
　てるお手伝いをする。それが、バギオ基金の始ま
　りです。
・1998年11月、北ルソン比日基金が主体となり、
　シスター海野メモリアル・ホール（アボン会館）
　が落成。1981年9月、世界社会奉仕 (World 
　Community Service)(WCS)の一環としてバギオ
　が取り上げられました。現地のRCと協力し、
　初代名誉会長に武田恒徳（ツネヨシ）氏、初代会
　長に服部禮次郎氏が就任。（2750地区と2580地
　区が交互に会長職に）5年ごとに記念祝賀会開催。
　毎年2月にバギオ訪問交流の旅を開催。
・2009年7月1日（一般財団法人）比国育英会バギ
　オ基金設立。現地のバギオRCとバギオサマー
　キャピタルRCと日本のバギオ基金で成り立って
　いる。バギオ基金奨学金は、直接本人に手渡され
　るのではなく、高校や大学に納入される。次回第
　43回バギオ訪問交流の旅は、2022年2月10日から
　3泊4日で開催予定。
・2021年6月現在
　　奨学金を与えた学生数3,942名
　　受け入れ学生数14名
　　後援・関係クラブ数399RC（全国34地区）
　　後援者数4,077名
　　維持後援ロータリー数30RC
　　維持後援者数233名
　　理事37名
　　監事2名
　　評議員50名
　　受入寄付金総額406,291,000円
　　（この1年間で＋830万円）
　　正味財産3億5260万円
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